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HAJヒ マラヤ集会
(無料)一

毎月第 4金曜日 18時30～ 20時 。HAJ東京事務

所。毎月第 1金曜日は,自 由集会です。ヒマラヤに

関する個人的な相談,ご友人 との打合せなどに
HAJ東京事務所 をご利用下 さい。なお,毎週金 ,
土の13時～20時 まで事務所はご利用できます。

8月 は休み

9月 3日 (第 4金曜日,24日 は休み)ガルワル山麓
10月 22日  ネパール・ トレッキング情報
11月 26日  アッサム,ビルマ,ダ ージリンの話
12月 3日 (第 4金曜日,24日 は休み)

ネパールの旅, トレッキングのガイド
HAJの 「ネパールヘの旅」(600円 )の本持参のこと
52年 1月 28日  アフガニスタンの山 (ワ ハン隊速報 )
2月 25日  中央アジアの山々
3月 25日  インド・ ヒマラヤ情報
〈北海道定例集会)一 お茶代。実費―
毎月第 1月 曜日 18時頃から,札幌市北 1西 4

棟向 喫茶「ねむの木」の 3階特別室でおこない
ます。奇数月定例,偶数月自由集会

問合せ先 大崎正信理事 

(名古屋定例集会)一     (靭)一
毎月第二金曜日 1“お0分-20時エア・インディア
名駅前 ホテルニユーナゴヤ Z7号 (7階 )
8月 は休み

9月 10日  ガルフル山麓の旅
アッサムの近況

9月 18～ 19「ヒマラヤ山菫開所式」小登山

10月 は休み

11月 12日  アッサム,どルマ,ダーシリンの話
12月 10日 ネ′(―ルの旅のアドバイス
HAJの「ネ′ヾ―ルヘの旅」(6∞円)0本持参
52年 1月 21日 (第 3金曜,14日 を変更 )
アフガニスタンの山  〈フ′ヽン隊速報)
2月 18日  (第 3金曜,11日 を変更)中央アジァ
3月 11日  インド・ヒマラヤ速報
(秋のヒマラヤ集会〉―申込はHAJ名古屋ヘ
10月 0日 -11日  2泊 3曰
ところ :長野県諏訪郡原村

八ヶ岳山櫨 (申込者へ案内送付)

費用 :大人 9500円  小人 6500円
内容 :ヒ マラヤの話・映画,′ イヽキング,豊山

ヒマラヤ 8月号目次

●HAJヒ マラヤ集会・…・……… …̈……………
●HAJを考える …………………………………・ 1
●ネパールの外国人に関する規則改訂さる。・・ 2

●ラダックー 1-・・………………………………・ 4
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ー
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〈創立iO周年をひかえて〉

HAJを考える一一その1
はじめに

1967年10月 1日 ,名古屋地区を中心に創立された

HAJは ,ま もなく10周年を迎えようとしていま
す。当初ひとにぎりしかなかった会員 も, 現在は
900名近くになり,山岳に関しては国内で屈指の

規模の団体に成長しました。

規模 と共に活動 も飛躍的に充実してきていま

す。ヒマラヤ各地へ連続的に送 られるツァー,辺境
の興味ある地をめざす幾つもの踏査パーティ,毎

年度実施され着実な実績を累積している高峰への

遠征隊など。また,国内では,月刊機関誌の発行 ,

各種出版活動,集会,研究会,各専門研究会の活
動など多彩であります。

一方,活動量,会員の大巾な増大はそれだけ組

織運営上の問題 も大きくし,ま た,復雑な形で投
げかけられてきています。

これから何回かにわたってシリーズでこれらの

問題を探 り出しながら,それらをどのように解決

し,どのような方向にHAJを 発展させていくべ
きかを皆で考えて行きたいと思います。シリーズ

は理事の交代執筆を予定してますが,会員各位か

らも多くの建設的なご意見を寄せてもらいたいと

思います。「皆んなのヒマラヤ」は「皆んなのHA
J」 から築かれるものだからです。

その状況を地図に図示 してみましたのでごらん

下さい。

888名 の内訳は,男子739名 ,女子149名 で男女比
は87:｀ 13に なっています。

地図で分るように,会員の分布はかな り偏って

おり,その76%余 が東日本地域です。
1971年 の名簿を繰ってみますと,総会員数492名

のうちやはり76%が東日本で全く同じ傾向です。

約 3年 8ケ月の間に会員数は1.8倍 ,400名近 く

増加しているわけで,年平均108名の新しい仲間が

加わっています。地域的には東北 (3.3倍 ),中国

(3.2倍 )が著しく増え,北海道,九州では 1.2～

1.5倍程度です。特に東北は数名から 130名 となり

驚異的な拡大ぶりです。東日本ヒヤラマ研究会を

軸とした地域活動の盛 り上げ,会員同士のコミュ
ニケーションの良さがあづかっていると思われま

す。また,地域の特性 もあり,切実に情報とヒマ

ラヤヘの夢の実現をHA・ Jに託していることが言

えるようです。

一方,東京,大阪,愛知等の大都市やその周辺

地域でも会員は着実に伸びています。これらの地

域にあっては会員の志向は非常に多岐にわたって

いて,正にHAJら しいバラツキを示 し,そ れが
強みでもあり,ま た組織上の悩みももたらしてヽ ヽ

ます。これ らに関してはいずれこのシリーズの中

で詳しく取 り上げられるはづなので省きます。

全国組織ではありますが,基盤は会員個々の豊
かさと,そ の志向を組織運営上に反映させること

が肝要であり,その点,地域活動を通しての相互の

啓発による向上,特徴ある地域活動を組織 して行
くことが重要といえるでしょう。

今年度総会で決議された「一人の会員が新しく

一人の会員」を増やす運動 も充実した地域活動が

あってこそ実現されるものです。

特に地域小集会はその拠点であるだけに,全国
各地に無数の小集会を組織することは極めて大切

と言えます。また,会員の偏在性はある程度やむ
を得ないことですが,活動の質,量で余 り格差を

会 員

会則第 7条では,会員を分けて,○普通会員
(年会費4000円,入会費2500円 ),○夫婦会員
(年会費二人で4000円 ,入会金3000円 ),○親子
会員 (年会費二人で4000円 ,入会金各2500円 ),
○客員会員 (第二国人の会員に限り普通会員に準

ずる)と しております。

「ヒマラヤ」定期購読者を会員としており,会費
は購読料に充当しています。

圧倒的部分は普通会員で800名 ,次いで夫婦会員

80名 ,親子会員 2名 ,客員会員 6名,計888名が19
76年 3月 末現在の在籍者です。

● 会員は全国43都道府県に拡がっております。
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生じないようバランスがとら

れるのが理想であり,こ の点

空自地区,地域活動に支障を

及ぼすような少数地区は解消

される努力が必要です。

HAJ自体は一般の山岳団

体に比して比較的ゆるい結合

の団体であり,それがまた,

多彩なグループワークや特異

な個人の活動を助長している

ので,こ こで会員の分布,地

域活動を云々するのはにつか

わしくないことかも知れませ

ん。

けれど,同好の士は周辺に

多くいる方が良いし,多 くの

人が集合することにより,豊

富な発想も期待されるという

ものです。

組織が力を増すことによっ

て,会員に対するサービスも

HAJの 拡がり

〈1976年 3月未現在〉
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充実できるし,対外的にも好都合な面が多々出て

きます。「一人が一人の新しい仲間を増やす運動」

をぜひ共成功させたいものです。

"会
,,|

少なくとも2000名 の会員になれば,会の可能性は

飛躍的に増大し,そ れは同時に
｀`
会員一人一人の

可能性
〃
を拡大することに通ずるからです。

(稲田定重一
インド・東北地区担当理事 )
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ネパールの外国人に する規則改訂される

ネパール政府は1958年 に決められていた外国人

に関する規則 (FOreigners'Regulations)を 19

76年 4月 11日 に改訂 した。主なところを以下に記

しておくので参考にされたい。なを,正式文はネ

パール語でネパール官報VOl.25,N“ 2に載って

いる。

トレッキングの定義

トレッキングとは名勝地を訪ね,いろいろな目

的のために自然の美 しさを1り

`め

るために近代的な

輸送手段によらないで歩 く行為をいう。

ツーリストの定義

1晩,24時間,ま たは数日,ネ パールを商用,

職業的な目的,勉強,観光,休暇,ス ポーツ,リ

クリェーション,巡礼,医療,親戚の人との面会,

B.ラ ンジヤン
(HAJネ パ ー ル 理 事 )

国際会議や会合の関係者として訪間する外国人の

ことをいう。

ビザの種類

(a)外交ビザ (Dip10matic)外交官など外交パ

スポー トをもっている人,ま たはネパール政府が,

外交上必要と認めた人,およびその家族に発行さ

れる。

(b)公式ビザ (Official)

公式パスポートを持っている外国公官の職員,

外国人アドバイザー,ネパール政府が認めたネパ

ールに滞在するエキスパート,国連の職員,ボ ラ

ンティア,およびその家族に発行される。

(C)非観光者ビザ (Non― Tourist)

(aXb)と 次の(d)以外の外国人およびその家族に発
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行される。留学生,航空会社社員,合べん会社社

員,マ スコミ関係者,国際結婚 した女性,スチュ

ワーデスなどで,ネ パール政府の許可したもの。

(d)観光ビザ (Tourist)

観光ビザは前記ツーリス トに発行される。

ビザ代

1回限りのビザ (S ingle)5.00USド ル

4回までのビザ 20.00USド ル

4回以上のビザ 30.00USド ル

ビザの延長代

1週間までは10ル ピー, 1カ 月までは30ル ピー

ただし,登山隊のビザの延長代は無料。

トレッキング許可

ネパール国内をトレッキングしようとする外国

人はトレッキング許可を取得 しなければならない。

定められた様式によって, 中央出入国管理局

(Central lmmigration Office通称イミグレ)

に申請しなければならない。次の条件を満たして

いれば許可になる。

(a)1回に 1 に限ること

(b)イ ミグレの示 したルー トによること

(C)ネパールの法律に基づいて認可されたトレ

ッキング会社を通すこと

もちろん禁止区域は許可にならない。

トレッキング許可の延長・変更

イミグレのみが延長・変更を許可できる。

トレッキング許可代

1週間当り15ル ピーとする。

トレッキング許可の検定

トレッキング許可に認められた地点に書いたと

きはその地方のイミグレで トレッキング許可の

検定を受けなければならない。

トレッキング許可の解消

トレッキングを終了した外国人はイミグレでそ

の トレッキング許可の解消をおこなう。

ビザの取消し

次のような場合にはビザを取消される。

(a)国際予防注射証明書 も持っていない者

(b)気狂い,ま たは正常でない精神の者

(C)犯罪をしてネパールヘ逃げこもうとする者。

(d)伝染病患者

(e)ネ パールの安全をおびやかすおそれのある

者

(f)禁止区域を訪れた者

(g)ト レッキング規則に従わなかった者

(h)密輸をしようすとする者など

国外追放

ビザなしで入国した者, ビザの期間が切れて滞

在した者, ビザを取消された者は国外追放 される。

入国地点

次の地点からピザを持った外国人は出入国でき

る。

(a)Kakarbhitta(Mechi 地区 )

(b)Rarisikiyahi(KOshi :地区 )

(C)Jaleshwar(Janakpur地 区 )

(d)Birgani(Narayani:地 区 )

(e)Sunauli(Lumbini地 区)

(f)Kakarhawa(Lumbini地 区)

(g)Tribhnwan Airport(B疑卿ati:地区 )

(h)KOdari(B錠神ati地区)

(1)Nepalgani

(i)Koilabas (Rapti地区 )

(k)Dhangadhi (seti 地区)

(1)Mahendranagar(Mahakali 地区 )
ただし, ネパール政府はネパール官報に公示 し

てこの出入国地点を変更することがある。

外国人登録

90日 以上滞在する外国人はネパール入国後15日

以内に地方のイミグレまたは警察に登録しなければ

ならない。90日 以内の Non― tOurist ビザで入国

した者 も,そ れを90日 以上に延長したときは,延

長した日か ら 7日以内に登録しなければならない。

禁止地域への訪間

ネパール政府に許可された外国人以外は禁止区

域には入域できない。

ミニ。ニュースーインド登山規則改訂さる―

1976年 6月 に追加された項目は (イ )ポーターの

死亡または致命的な事故の場合に1000Rsを支払

うこと (口 )ハ イ・アルティテュード・ポーターの

死亡または致命的な事故の場合は5000Rsを支払う

こと。遠征隊はこの金額を保険契約できること。

の 2つである。なお,登山料に相当する手続費
は現在1000Rsだ が,近 く2000Rsに値上りするもよ

うである。インド登山規則は12項目から成 つてい

るが,今回の追加を除く全文 (英文)は「ヒマラ
ヤ」47号 PP.21～ 22に載せてある。
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ラダ ツクー1-
S. C.

tBeautiful Valleys of Kashmir and Ladakh-t

コウル

テイ人はギルギットのダードのシーナ方言を話し

ている。ダラス地区のダード・プロックパスとは

区別しなければならない。主としてスンニ教派の

習慣を公言 し,ほ とんど彼らの故郷からもって来

た習慣を固守している。ヌルバカシ教 も代表的な

ものとしてこのカルギル郡の人の中に見つけるこ

とができる。スンニ派のほとんどをしめるカシミ

ール人 も,主 としてカルギルの街でまた,ち らほ

らみかけることがある。

シイア派の大多数はモスレム教以外の人が触れ

たパターや,油のようなしめり気のある, あるい

は液体状の食物のようなものは汚れたものと考え

るなど,儀式的に清浄さを保つという点で非常に

古い形式をもっている。カルバの殉教者をたたえ

る絶えることのない祭はこの人たちの主な宗教的

関心事であり黒いターバンと黒い帯の
｀`
アガス″

と呼ばれる宗教的リーダーの言葉はこの人たちの

法律ともいうべきものである。楽しくしたり,面

白いことの場合のすべての形式,ゲームやスポー

ツでさえも規制されている。

社会活動の中で注目すべきものは 1週間または

短期間に限られた特定の期間の契約結婚の習慣で

ある。このカルギル郡の村のあるところでは処女

は自いズボンをはき,結婚した女は黒い色のズボ
ンをはいている。

カルギルの約65km東北にはドルチクス (Durc―

hiks)と ガルクン (Gorkun)の 村があり, これ

はダラス地区の回教の
｀`
グロクパス

〃
に対 してす

べてが絵のような仏教の
｀`
ドクパク
′′
の家を作っ

ている。これらの村々はレーのテシルにあるダ

ー (Dah)と ハヌ (Hanu)の 村に行政的に含まれ

ていて, これらの村と隣あっている。ここの人た

ちはダラスのアーリヤン系の顔かにちをしており

女性はしばしばアーリャン系の美しさをもった,

なかなかよいかざり物をしている。外見上非常に

飾 りが多く,男 でさえもイヤリング,ネ ックレス

by Samsar Chand I(Oul,1963

(P.132～P.142)よ り

ラダックはカシミール谷のようなすばらしい美

しさや魅力的な景色をもってはいないが,ま わり

をぐるりととりまく山々の壮大な魅惑,風が吹き

抜けている平原, きらきら光っている永河,と ど

ろく急流,透明なサファイヤ色の湖,そ して一風

変った文化形態は,自然を愛する人や冒険を求め

る者にはその荘厳な,そ して,厳しい光景として

たまらないものであり,ま た地質学者は地表面の

下に隠され,無限の宝物 ともいうべき鉱物を見つ

けることができよう。

旅行者は非常な興味をもってこの地方に住む人

たちのいろんなことを知 りたいと思 っているで

あろう。昔の国境で囲まれている面積は後にパキ

スタンによって少し除外されたが,ジ ャンムとカシ

ミールを一緒にした, このめず らしい土地につい

て詳しく話す前に簡単なアウトラインについて述

べてみたいと思う。

民族と宗教

たったの80,000人 /しかしながら民族の多様化 ,

国の習慣と文化,数種の民族語によって区別され

る人たち,そのどの部分で も明自な個性をもって

いる,と いうようなことを強 く示 しているが,一

方では,そ れ らの組合せがいいあらわすことが

むずかしいような魅力とひびきのシンホニーをか

なでているのである。

ラダックを訪れる人はカシミールからラダーク

ヘ入る玄関口ともいうべきゾジラ峠をすぎると禿

げた凹凸の多い景色が現われるが,こ の景色はカ

シミールの森林の多い丘や,み どりしたたる谷間
に対して,は っとするようなコントラストを示し

ているし,見たことのない種族の人たちに逢うこ

ともできる。

そこはもう多くがシイア (Shia)教 派に属して

いるパルティ (Balti)の 人の故郷である,カ ルギ

ル・ テシル (郡 )の領域に入っているのだ。このパル
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腕環,特別なよそおいの場所には耳からの人造真

珠を重そうにさげたりさえもする。男も女 も, ド

クパスの者はみんなその地区のすべての他の住民

の民族から区別できるように血のように赤い花々

で帽子を飾るとである。この人たちの故郷は果物

が豊富で特にブドウが多く,ダ ンスをしたりよく

酒を飲んだりする。

もっとも変った点は生活を律するタブーである。

例えば牛のミルクとそれから作ったものを食べな

いし,にわとりの肉や卵を食べない。それらの糞

を燃料や肥料にも使わない。実際に牛は家畜の対

称としてはほとんど考えていない。それに牛から

得られたものは何でもけがらわしい物だと思 つて

いるようである。

カルガからカルギル
ー
レー道路を約25km行 く

とシヤーゴルの村がある。この村は道に仏教の像

のある最初の村であり, ここからラマユル (La―

mayura)を すぎ,レ ーに近ず くにつれてだんだ

んに仏教は増加してきて, レーでは沢山見かけら

れるようになる。カルギルからスル谷経由で近ず

き易いザスカール地区は, この村を回教の人のた

めに作 りあげた24以上の村の中ではただ一つの仏

教の優勢な村である。この地区の仏教徒は非常に

単純で,人ずれしていない,こ の地区の人の中で

はもっとも古いしきたりをもっている。

レーの街自体もまた,チ ャチョット (Chhach

hOt)な どその近隣の村 もかなりのシイア派とス

ンニ派の回教徒がいる。のこりの人は仏教徒であ

る。レーの街自体はラダック人,チ ベット人,ヤ
ルカンド人,カ シミール人,パ ンジャブ人などの

いる民族の混在している街である。そして,イ ン

ドの守備隊員たちの違った民族の部落も大へん平

和に協調性をもってお互 に交際している。それぞ

れの人の宗教に対して宗教の情熱的な信心は限り

ない寛容によって平等にされている。この人たち

の高潔さと人情深さは有名である。おどり,酒 ,

酒盛 りを愛する楽しい人たちであリカルギル郡の

人たちとは完全に対称的である。一妻多夫制は法

律によって禁じられているが,しかし,現実には

まだ生きている。レーの仏教徒は食事や民族間の

結婚に対 してタブーは もつていない。過去で

も仏教徒の娘が彼女の親 と他の仏教徒の知己

や親族の関係なく回教徒の男性と結婚した。回

教徒の夫と仏教徒の妻の間に生れた子供は,親の

間で仏教徒 と回教に分けられたというケースがあ

った。ラマ教は宗教的生活で一緒になった独身の

男と女は,仏数徒の社会では特殊なものであった。
ラダック人は清せてたくましく,背は高 くあご

にひげがないか,あ っても少ない。形のいい帽子
のうしろの下は首の下のえりあしまで達 しており,

そのはじで上にまげてある。長い毛のガウンは腰

のところを帯でむすんである。彼らの信 じがたい

忍耐力 と強い肺の力は大きな財産といえる。仏教

徒女性の頭のカンムリのふさは外にひろが り,は

しは背中まで下っているし,輸を集めた トルコ風

の首かざりは人をひきつけるのが大きい目的であ

り, うたがいヽ ない魅力 となっている。女性
の着物の中での もう 1つ の特長は男のそれにな

ぞらえているが,ガ ウンの外は人工的にししゅう

がされているか,さ もなくば装飾のふちどりがし

てある点が違っている。

ラダック人のほとん どはヤクの毛のテン トに

住み,羊や山羊の群が唯一の財産であり,牧草を

求めてあちこちと動 く,チ ャンタンの遊牧の民に

よって成 り立っているということである。彼 らが

住んでいる地域は4300mよ り高いところである。

パシュミイナという良い毛を生ずる山羊は低いと

ころには繁栄しないのである。彼らは近代文明の

影響に全 く触れていない原始的な人たちである。

気 候 と 風 土

パキスタンに入っている地方を除外すればラダ

ックは93,300平方km(36,000平方マイル)の面積

があり, レーのテシイルだけでその約7位 (29,8
48平方マイル)あ る。東はチベットに囲まれ西は

カシミールとなっている。北緯度33° と35° の間

にあり東経 75° 30' と79° の間にある。そして,

標高は海抜2800～ 4300mである。レーとカルギル

の町はそれぞれ3521mと 2590mで ある。気候は非

常に寒 くそして暑いという特長がある。年間の降

雨量はレーで約75ミ リ,カ ルギルではもう少 し多

い。晴天の太陽光線の射るような強度のために空

気中の湿気は非常に少ない。しかし,雲が太陽を

おおえば夏の日であっても,ただちに湿度がだし

ぬけに下 りはじめる。だから冷い天候,特に高処
では寒 くて乾燥し,そ してかみそりの刃のように

ぴりっとした天候に対 して準備しておかねばなら

ない。午後には一般的にいって風が吹き出す。ご
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く少ないとざされた地区,すなわちダラスはアジ

アで 2番目に寒 く,谷の降雪は乏 しく,しかし,

山の外では非常に多いというようにいわれている。

夏の最中でさえ,高い山の峠には雪のかたまりが

残っていて晴れた日には雪のまぶしさは大そう強

いので,目 をゴーグルで保護しなければ旅行者は

雪盲のひどい状態にかかり易い。

ローカル 。ポーターや馬方は,峠に雪が深く積

っている場合,山越えすることができる唯一の動

物, 
｀`
ヤク
″の脇腹からウールのかたまりをちぎ

り,それを限にあてゴーグルのかわ りにもちい

る。外部の山々は積雪が多く, ラダックヘ通ずる

峠は一年のうち 5～ 7か月開くのがやっとである。

この地方への旅行する一番よい月は 6月 から10月

であリインドからの旅行者は次のようなルートで

入ることができる。

1. Kulu― Leh   2.S uru ― Leh

3.Srinagar zojila 経由 Leh

これらのルートの最初のものは標高3960mか ら

5330mの間にある4つの出岳境界の峠によって区

切られている。極端にむつかしいルートである。

2番目のルートはザガール・ ノール峠 (4570m)

ボタコル (4570m)ム スコール (4270m)を 通り

カルギル郡のスルに達する。このルートは最初の

もののように難かしくはないがあまりとられない。

そして,3番 目のゾジ・ラ。ルー トによるものよ

り容易ではない。

ゾジ・ ラの峠は標高3505mで ラダックの畳壁に

なっている山の一番低いギャップである。ゾジ。

ラのあとでさらに 2つの峠ナムク・ラ (3960m)

とフォテ・ラ (4054m)を こえてレーに達するが,

これらの 2つ は容易に越えることができるし,年

中通ることができる。約 280kmあ るこのルートに

は毎日の泊り場にレス ト・ハウスがある。馬やポ

ーターや食糧はどこでも得られる。ジープの道は

すでにレーとカルギルの間に建設 されており,軍

のジープが夏にはこれらの駅の間を定期的に往復

している。容易に 1日 で旅を終えることができる。

夏には旅行者のためにソナマルグとスリナガール

の間には公営のパスがある。レーとカルギルの途

中のカルギル,ダラス,カ ルツエそしてレーには

郵便局と電報局がある。カルツエを経由して夏の

月の間,連絡のための季節電話局がある。冬には

MachOiに移転する。ダラスとカルギルとレーに

は政府の診療所がある。 (注 :ス リナガール=レ

ー間は1969年 より定期バスが通っている。レー=
マナリ間にも自動車道路があるが一般人は通行で

きない。)し たが って,イ ンドからの旅行者は特

に冒険しようという気がないなら必ずゾジ 。ラ。

ルー トをとるべきである。冒険的なことを考える

ならS uru ルー トをとる必要がある。 BhOtakol

峠は氷河があり,堅そうで割れ易いクレパスが点

在するので前に旅行者が雪崩で犠牲になったこと

もあり留意すべきである。この氷河を越すときは

細心の注意と慎重 さを忘れてはならない。

一=〓ブータン研 究会 か ら=一一

一昨年ブータン初入国 し貴重な体験を得た訳で

すがその後無為の日が経過 し今日になってしまい

ました。

もとより残学韮才の上 ,日 1舎 にひっこんでぉり

ます と新 しい情報 も入 らず困 りますが同行だった

沖常務理事を始め関係者の皆 さんの御助力を得た

いと希 っております。

昨秋ブータン・ 不パール観光団の一員として親

娘で参加 された京都市の秋山合道先生 (新 日本書

道会々長 )と 先 日歓諾の機を得楽 しいひとゝきを

過 しました。テ ィンプーのホテルで丁度訪 ブ中の

アポロ14号のアームス トロング船長 と交歓及び国

技である弓技大会の模様また私が世話になったガ

イ ドもお り,た いへん懐 しがっていた等々興味深

い話ばか り。

御馳走になった上
″い く曲 り,い く曲 りする山

の道,パ ロヘの道は遠 くはるけし
′′
とチ ョモラリ

の色紙 を頂戴 し次の再会を約 して退出 した次第。

(矢野 郁雄

財団法人 東 洋 文 庫
東京都文京区本駒
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〈関係の機関・団体〉その 1東 洋 文 庫

一アジア研究資料の世界的宝庫一

特 色

東洋文庫は日本におけるアジア研究のセンター

であることを目標としています。

東洋学研究の資料センターとしての東洋文庫に

は,中国のほか,日本,朝鮮,満州,蒙古,シベ

リア,中央アジア,チ ベット,西アジア,エ ジプ

ト,イ ンド,東南アジア等アジア全域に関するも
のが集められており,蒐集の全体が一つの貴重な

文化財であるといえます。アジア研究に関するこ

れほど纏ったコレクションは日本のみならず世界

にも比類がありません。これら貴重な資料は,す
べて公開され,貴重本を除いては複写の求めにも

応じています。

東洋学の研究センターとしての東洋文庫は民間

研究機関として自由な立場から内外の研究機関 ,

専門家と協力 し,一大学,一研究所の枠を越えた

各種の総合的な共同研究や国際的協力事業を行っ

ています。東洋文庫研究部は,同時に広く日本の

学者の研究業績を出版することをその仕事の一つ

としています。

東洋文庫は,1917年 (大正 6年 )故岩崎久弥氏

が,中華民国総統府顧間ジョージ。アーネスト・

モリソン氏 (1862～ 1920年 )の蔵書を購入して設

けられた東洋学の専門図書館です。

モリソン氏は, ロンドン・ タイムズの通信員と

して中国に駐在し,1912年 には,中華民国総統府

政治顧間となって活躍していました。氏は,職業
上の必要と生来の蒐書癖とから,中国に関する欧

文の書籍を網羅的に集め,北京の自宅に書庫を建
てて希望者に閲覧させていましたので,モ リソン

文庫の名は世界の中国研究者の間に知られ,これ

が他に譲渡されると知れた時は,欧米の大学 。研

究所が争って購入を希望しました。

モリソン氏の蒐集は,中国に関する限り完壁に

近かったのですが,ア ジアのその他の地域につ

ては,極めて不充分でした。そこでこれを購入し

た岩崎氏は,蒐集の範囲をアジア全域に拡大 して ,

欧文の書籍ばか りでな く,漢籍その他研究の基

本になるべ き現地諸語の図書を網羅し,1924年

(大正13年 )i現 在地に財団法人東洋文庫を設立

し,図書部のほかに研究部を設け,わが国最初の

東洋学専門の図書館ならびに研究所が,そ の第一

歩を踏み出すことになりました。

以来,東洋文庫は,その図書の蒐集,日 本人学

者の研究業績の出版,東洋学の知識の普及などを

通じて, 日本のみならず世界の東洋学の発展に少

なからぬ貢献をして参 りました。

戦後,経済事情の激変により,事業の運営に若

干の困難がありましたが,1948年 (昭和23年 )国

立国会図書館は支部東洋文庫を設けて,図書の閲

覧を再開し,政府,民間及び国外から補助金が寄

せられ, さらに,ユ ネスコの要望によって,1961

年 (昭和36年 )東 アジア文化研究センターが東洋

文庫に附置 され,東アジアの諸国と協力してそれ

ら諸国の文化を広 く世界に理解させる事業を推進

することになりましたのは,東洋文庫の国際的活

動を一層盛んにするものと申せましょう。

蔵 書

東洋文庫の蔵書は,昭和49年 1月現在約60万冊

でモリソン文庫を中心とする洋書,4000部を数え

る中国の地方志及び叢書, 800種 を越える中国の

族譜,清朝刊行の満蒙文書籍,各種のチベット蔵

蔵経やその他のチベット語図書,岩崎文庫を主 と

する和漢書,ア ラビア語 。トルコ語 。ペルシア語

資料,マ イクロフィルム約 300万駒を所蔵してい

ます。この中には多くのコレクションが含まれ ,

国宝や重要文化財の指定を受けているものも少く

ありません。

活 動

閲覧 研究図書館として所蔵文献・資料を公開し
ています。

沿 革

7



閲覧時間 午前 9時～午後 4時30分 (12時～
12時30分昼休のため閉室)

休 館 日 日曜,祝 日,本曜日の午後,毎月
の末日 (日 曜 。祝日に当るときは

その前日)創立記念日 (11月 19日 )

年末年始。

研究情報活動 東洋学研究の国内及び国際的情報
の連絡に当り,ま た,日 本国内の研究成果 を
「欧文紀要」等によって広 く海外に紹介 してい

ます。

研究業績 。資料の刊行 東洋学に関する優れた研
究業績でありながら,一般出版社からの刊行の

困難なものを出版し,ま た重要な典籍資料の複

製をおこなっています。

講演会 東洋学の専門知識の普及のために,春秋
二期に「東洋学講座」を公開しています。また

海外の優れた東洋学者が来日した時は,臨時に

特別講演会を開催することもあります。(聴講無

料 )

春期東洋学講座 5・ 6月 ごろ (火曜日 午
後 6時～8時 )

秋期東洋学講座 lo・ 11月 ごろ (火曜日 午
後 6～ 8時 )

展示会 普及活動の一つとして,毎年一回,東洋
文庫所蔵の稀親書や専門書の展示会を開催し,

その解説目録を発行しています。(観覧無料 )

被写 マイクロフィルム及び電子複写による方法
で文庫所蔵資料の複写に応 じています。なお海

外や地方に在住の方のためには,郵便による申
込にも応じています。

出版物

A 東洋文庫論叢 東洋学に関する研究で学界に
大いに貢献することろがあると認められた

ものを選択して刊行したもの。昭和48年度

現在55部出版。

B 東洋文庫欧文紀要 (Memoirs of the Resea
rch Department Of the TOyO Bunk。 )。 年

刊。わが国の東洋学の水準を広 く欧米学界

に紹介し,相互の学術交流に資す ため,
日本文で発表された論文の中から優れたも

のを選択し欧文に訳して,世界各国に送っ

ています。昭和48年度現在陥31ま で刊行。

C 東洋文庫叢刊 内外の稀観典籍で,年 ととも
に頑色または滅失するおそれが大 きく,し

かも東洋学に益するところが大 きいと認め

られるものを複製刊行したもの。昭和48年

度現在24部刊行。

D 東洋文庫欧文論叢 昭和48年度現在 5部刊行。
E 東洋文庫諸目録その他刊行物 東洋文庫蔵書
分類目録類。昭和48年度現在74部刊行。

F 東洋文庫蔵重要文献複刻刊行物 一般研究者
に入手困難な重要学術文献を複製刊行した

もの。昭和48年度現在,次のものを企画し,
22部 を刊行。

a.東洋文庫刊行物のうち絶版になった

もの。

b.東洋文庫蔵欧米人の日本語研究書。
c.チ ベット語文献の複製 (Bibliotheca
Tibetica)

d。 その他。

G 東洋文庫各種研究委員会刊行物 東洋文庫研
究部には必要に応じて,い くつかの研究委

員会が組織 され,共同研究の推進に当って

いますが,近代中国研究委員会,敦燿文献
研究委員会,宋史提要編纂委員会をはじめ ,

各種委員会から刊行した文献目録および索

引類は昭和48年度現在で84部に及んでいます。

H 東洋文庫附置ユネスコ東アジア文化研究セン
ター刊行物 日本を含めた東アジア諸国に
おける文化研究の現状の紹介と研究成果を

英文で順次刊行しつつあります。

a.機関誌 (East Asian Cultwal Stu_
dies)。 昭和48年現在度VOL14ま で刊行。

b.研究動向,研究者一覧,研究機関一

覧。日本,タ イ,フ ィリピン,韓国 ,

台湾,香港,カ ンボジア,ラ オス,マ
レーシア,シ ンガポール,南ベトナム

の各編を刊行したもの。

昭和48年度現在 8部刊行。

c.非専門家対象の東アジア文化に関す
る誌物,東 アジア諸国の一流の学者の

手による解説書。昭和48年度現在15部

刊 行 。

d.文献目録。昭和48年度現在 5部刊行。
e.専門家対象の研究書。昭和48年度現
在 4部刊行。
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ヒマラヤ閑話 7

ヒマラヤのノ

l

―メンクレーチユアー」

ヒマラヤという名の由来については,深田久弥
氏が「ヒマラヤの高峰」の「プロード・ ピーク」

の項でふれているが,1920年 代にすでにヘディン

がこのことにふれているのを知ったので,一応ま

とめて書いておきたいと思 う。

ヨーロッパ人が Himalayaと いう名で,こ のア

ジアの中心部に横たわる巨大な山脈を呼ぶように

なったのはそれ程古いことではない。このことは

深田氏 もかいているが,こ こではもっと以前には

どう呼んでいたかをたどってみたい。

この山脈の一部に対して,種々に与えられた名
を組織的に整理したのは,ア プラハム・オルテリ

ウスである。1556?と いう約 400年前にかれはす

でにこの仕事をしている。古典的な名称パロパミ

ス トという名を用いた多くの人びとをあげている。

また TavⅣs.Caucasus,I mausに ついてもそれ

ぞれ整理した。最後のイマウスに対しては,新し
い名として,M.Dalanyerお よび M.Naugr―
acot という名を提案した。

オリテリウス以後,50～ 60年間は,古典名,新
しい名が,多 くの地図にいろいろと現われている。

1654年 ,ダベヴィルは Mont de Caucase,Dal―

anguer MOnt, キル ヒィアは1667年に Caucasus

mOns,MOntes Tebatici,Be10r MOnsを 掲げて

いる。1680年のフィッシャーの地図上には,キル

フィアの MOntes Tebetici とともに,新 しい呼
名 Serenager MOntesが 古典的な Naugracut

とともにみられる。1705年 のデリスルの地図では,

Naugracut は古めかしくなりはじめたとみえ,
ヒマラヤはM.de Pubetあ るいは M.de Naug

racutと 呼ばれた。 1年後に,デ リスルはその地

図上に M.HendOnkechと いう名を紹介している。

1723年 になると,同人は Mont lma Montagne

de Negracut をヒマラヤに当って,その東部に

は MOnt Tangi あるいは TangOur(Langur?)

という名を付けた。かれはまた MOnt Tanlaあ る

いは Otuntao という名を知っている。1730年 ,
ス トラーレンベルクは Me―ndukeshお よび :Mus

Tagk別名 Imaus MOns を記している。1733年

水 野   勉
のダンブィルの地図には,ヒ マラヤ地域の中に,

RimOla MM.,TchOmla MM.,Oumoula MM.

などの名がみられる。それらはHimalaと 少し似

ている。1788年のレンネルの地図には GOmaun

MOuntains, Sewalik MOuntains および IMou―

ntains covered with Snow and lce などがみら

れる。1801年 のアロース ミスは Himalah MOu―

untains with SnOwを し,1804年には, Himma―

leh MOuntainsを 記している。そして,1812年の

モアクロフ トの地図では,Hi“chal MOuntains

に変った。1821年 になると,ア レキサンダー 。ジ

エラル ドが Chain of the Hither Himalaya cO―

vered with perpetual snowと 綴った。すなわち,

はじめて,Hi malayaと 書かれたのである。フラ

ンシス・ハ ミル トンはこの 2年前に Himadra Or

Himaliya MOuntaias the Emodus Of the Ancie

nts と書いている。1824年 にラピーは Himalaya

1831年 にフンボル トは Himalaya, 1835年 にベル

クハウスは Himalayaと 書いて, この頃になって

ようやくHimalayaに 落着いて, これ以後はこの

綴 りが地図に用いられるようになったのである。

例外として,1840年に,サ ー,ウ イリヤム oロ イ

ド少佐が Himalayaの代 りにHimalaと いう形を

用いたけれども。

この Himalayaと いう名はすでに古代インドの

叙事詩の中で知られていたけれども,こ の山地を

横断したヨーロッパの宣教師たちは,こ の名を聞
かなかったようであるし,し たがって言及 もして

いないのである。

名古屋集会報告
5月 11日 ,18時30～ 20時,於 :エ ア・インディ

ア 〈話題)1.イ ンドヒマラヤ登山隊最近の話題

(沖 )④通関が厳しくなったので保講状による通

関か,関税を払う通関かなどをはっきり決め,そ

れに対応した準備,手続を早目にすること。

O 無線機の持込は輸入許可と開局許可が必要で
あり,少なくとも3カ月前より手続を開始するこ

と,FOrmは IFMな どでもらえる。

9
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⑤ビザの件は微妙な問題があるのでエキスパート

に相談にのってもらう方がよい。

C登山許可の取得は目的の山を決めて早く申請す

ることが必要。インナーライン上の山は特に時間

がかかり,しかも不許可になり,別の山を再申請

ということになるのでよほど早くから手続を始め

ておくこと。

HAJ ExpeditiOn研究会 (略称,遠征研)は 72

年に結成され,以後真剣な研究及び実践活動を重

ねてきました。このたび将来に向けて更に活動を

強化するために組織改編を行ない,また新会員を

募ることになりました。遠征の実践とそのための

研究を志す方々の積極的な結集を期待しておりま

す。

O 実 績
① 遠征の実践

a.1974年 ラムジュン・ ヒマール (6983m)
b.1975年 日印合同カシミール・ ヒマラヤ (ヌ
ン,7135m)遠征

C.1975年 ガルワール・ ヒマラヤ遠征
`リ

シ・

パハール6992m,サ ーフ・ ミナール691l m,

バムチュー6303m)

② 出 版

a. 年報|「EXpedition l」

b.機関誌「ExpeditiOn News」 No28ま で発

行,隔月刊 6～ 12ペ ージ。

③ 研究会,合宿,集会
a.年次研究会 (毎年 1回 , 2～ 3日 )b,年
次総会, c,技術交流合宿 (年 1～ 3回 )
d.小集会 (随時) e.そ の他遠征実施に
伴なう研究会,準備活動等。

○ 性格
この会はEXP研 そのものを基盤としてEtte―
dition を行なおうとする者の集団である。した

がって,他組織でもって ExpeditiOnを 行なうた

めの情報収集や研修の場ではなく,ま たExpedi

tiOn の実践を抜きにした,単なる研究の場でも

ない。いわんや社交 (サ ロン)の場として存在す

るものではない。このような目的,期待をもって

このグループに入ることや,ExpeditiOn実 現の

Expedition研究グループー会員募集

などなど,イ ンドヒマラヤヘの実務的なことを

中心に話し合った。

2.今後の山行,集会の打合せなどをおこなった。

(出席者)岩水竜峰,久保幸治,松本香代子,

沢田睦子,折戸正明,上田竹三,豊田好子,水野

治朗,増田秀穂,群井照和,山 田正弘,沖允人,

立命館大OB(敬称略)       (O)

意欲なくして在籍することは認められない。(Exp

editiOn News N″ 7よ り)

○ 会員としての義務
規約はないが,会員として守るべ き最低の義務

(メ ンバーミニマム)を次のように設けている。

普編的なメンパーシップ以外に,こ のグループ

の特性 と組織の維持のために最低守 られるべき基

準であり,こ れをガイド・ラインとしてメンパー

たる資格を間うことにする。

a.会費の指定期日までの納入 (年額5,000円 ,入

会金は無い) b.Exp 基金の積立て (後注 )
c.年次総会,研究会への出席 d.HAJ活 動
への積極的参画 e.事 務局からの要請に対して
の適切な処理。

O ExpeditiOn基金

会員の遠征参加に備えること,組織強化のため

に基金規程を設け運営している。年額 3万円で,

個人名儀で積立てられる。

o 遠征計画
7000m峰及び8000m峰への中期的計画を樹立し,

具体的な研究,渉外,準備に入っている。
HA J15周年記念事業

｀`H&S Plan′ ′の
一部としても位置づけられる。

○ 出版事業計画
本年度中に下記のものを出版する。

a,ラ ムジュン・ ヒマール登山隊報告
b。 日印合同カシミール・ヒマラヤ遠征報告

c.ガルワール・ ヒマラヤ遠征報告
d.年報「ExpeditiOn II」

-10-



oooo H&S Plan A.x-, ZO I oooooooooooo

●

15周年の
｀`ヒマラヤとシルクロード大作戦

″に関しては着々と準備をすすめていますが,こ の欄ではH
&S Planに ついてのいろいろなニュース,計画の詳細,皆 さんからの声などをシリーズとして載せ
ることにしました。皆さん もどじどし,ご希望やご意見をお間かせ下さい。

ビルマ 雲南への夢 藤 井 毅

ジヨルハット
ー
レド
ー
ミモナーラルグーン

までは立派な道路があります し,(Stilwell R

ROad)実にこの道路はビルマにはいリバーモ

(Bham。 )をへて中国の保山
一
昆明 (Kunmi鴨 )

までも達しています。レドか ら昆明 (雲南省)ま

では1 726km。 昆明から北京まではもちろん道路が

ありますから,仮に出発点を北京としますと,実

にシルクロードを連ってビルマより北京へと一周

することになります。

ビルマでこのプランを打 ち切 らずに再び北京ま

での道を雲南,四川を通ってだどれば,ま さに壮

大なものとなるでしよう。

ジョルハット
ー
レド
ー
国境
一
ミモナ
ー

ラングーンを走る場合の問題点は何よりもまず当

地の政治情勢でしよう。このことはルート全体に

も言えるのでしょうが,この地域では特にそうです。

前述の通り,こ の道路はおそらく全部管理がい

きとどいているでしょうし,走行上の苦労はさほ
どないはずです。

ですから,第一の難関は, インド・ ビルマ国

(6月 下旬 HAJ隊 はアフガニスタンヘむけて
出発していきました。以下は去る5月 の青森県の

八甲田山合宿の報告です )

〈八甲田合宿楽しく終了〉

5月 1日 八戸に佐藤,村上着,雨
のため入山せず終日松田,

松舘氏のガイドで八戸市内

漁港種差海岸,海猫繁殖地

巡 り。

5月 2日  有田,脇田,林,八戸着
一同八甲田入山,す いれん

沼近 くにB.C設 置,曇。
午後,松田,松舘,佐藤

HAJワ ハン隊だより その 1

境を越せるかということと,ビルマ北部の反政府

ゲリラの動 きでしょう。

ビルマは陸路の入国は認めないはずですし,北

部の右派 。左派両方のグ リラにはきわめて神経を

とがらせていますので, この許可をとれるか

否かがこのルートの走破の一大ネックとなるでし

よつ。

あと,イ ン ド東部をジョルハット
ー
レドまで

ただ走るのはおもしろくないと思います。私個人

は,ナ ガラン ド,マニプールにも, ミゾラムにも,

できればアルナチャルにも立寄りたいと思ってい

ます。しか し,ま あ, レドまで走れて, ビルマヘ

入国できればしめたものだとは思いますが………。

ビルマのラングーンで打ち切らず,バーモ (B

hamo)か ら中国雲南省へ入 り,保山,昆明,貴
陽をへて,再 び北京へともどるのはどうでしょう。

大がかりにな りますが,私の個人的希望です。最
近,外国人記者団が雲南へと入っていますが,雲

南,四川,貴州というのも訪れてみたいところです。

B.C南 1,300mへ登行 ,
スキーで帰幕,夜 ,村山入山,不参加の寺村を除
き8名集合

山海の珍味

を味いつつ

/ホ ャ,ホ タテ,ィ ヵサシ,ヵ ジキサシ.ヮ  、
| メのクキ, ミガキニシン.ハ タハタのタマゴ |

ヽタラノのメ,馬さし,地方名酒2升 etc  ノ
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ミーティング。のち一同そろって酸ケ

湯温泉へ,混浴。

5月 3日  午前中 有田,脇田,林,松田,下山
快晴,佐藤,村山,松舘 B.C南 1,500
m～登行,ス キーで帰幕

午後 全員下山。途中,蔦の湯温泉入

湯,十和田湖方面ヘ ドライブ,村上 ,

八戸から帰途～

5月 4日  佐藤八戸から帰途～

各分担の通 り準備を進行することを確認 , 6月

中旬国内費の集金, 6月 27日 東京集合,荷造 り等
を確認 しました。(佐藤優記 )

編集者注 :その後同隊は 7月 1日北京経由でカ

ブール着。7月 中旬ワハンヘ出発予定。詳細次号で

〈速報)第 6 東日本ヒマラヤ研究会開く
はじめて関東で開催された研究会には,HAJ内 外から95名 が参加し,非常に充実した内容であった。
本年は「インド・ ヒマラヤ会議」と呼ぶのがふさわしかったようで,全日程インド・ヒマラヤに割かれ
た。スライド,映画による各隊の報告,我国最初のヒマラヤ登山であるナンダ・コットの竹節作太氏に

よる記念講演,イ ンド・ ヒマラヤの総合パネル討議,そ の他,いづれももっと時間がほしく感じられた。
なお,内容の詳細については次号で報告したい。地元栃木の会員の方々の御苦労に心から御礼申しあげ

たい。

〈読者だより〉日本からヒマラヤから
本多夏生 様他  長崎
5月 7日 から12日 まで長崎市の万屋町コクラギ

ャラリーで「日赤長崎原爆病院ヒマラヤ・ トレッ

キング・パーティ」のヒマラヤ写真展を開きまし

た。テレビ番組にも一部が紹介 され盛況でした。

(皆様のこのような催しはできるだけ「ヒマラヤ」

誌上でPRし ますので,早 目に原稿を事務局まで
送って下さい。〆切は毎月 5日 (翌月15日 発行 )

です。ぜひご連絡下さい,HAJ)

黒沢文代 様 (東京理事 )
5月 のビスタリー・クラブ (ヒ マラヤの旅同窓

会のようなもの)は大山で開きましたが,今回は

山を抜いてしまいましたが,次からは伊豆あたり

で開こうかと考えています。毎回30名位ですが,

新しい参加者が増えれば名古屋を脱出して東で会

合をもつのも容易と思います。(ビスタリー・ クラ

ブは年 1回の楽しい集まりです。毎年 5月 頃に山

里寿男画伯を囲んでのヒマラヤを語る会です。次

回参加希望者は係の黒沢さんまで連絡して下さい。

荒木健次 様 桑名市
3月 に小須田義治氏のネパール写真展が東京で

開かれましたが,友人の話によると大変すばらし

かった由ですので,ぜひ中部地区でも開いて下さ
い。 (開催のためには会場の手配と若千のお金が

かかります。秋のヒマラヤ集会に,若干を展示し
てもらうよう交渉してみます。HAJ)
R.シ エ トラー  西 ドイツ Hatto‖am Harz
l昨年はラダックで沖・空さんにお世話になり

ました。昨年も再びラダックヘ入りました。私は

自動車オリエント,北アフリカ10,000kmを計画し
ています。

ランジャン理事  ネパール
(Expedition Agent として登9⇒

私のExpress Trekking(P)Ltd. はネパー

ル外務省 ,および Nepal MOuntaineering AssO

ciati onよ りExpeditiOn Agent として公認 され

ております。新規則によって,正式登録会社でな

いとシエルパーなどのあっせんはできないことに

なりましたが,私の会社は承認になっていますの

で,せいぜいこ｀利用下さい。
1976年 プレ。モンスーンには,ロ ーツェ隊 (サ

ーダー,ア ン・ッェリン〉マカルー隊 (チ ェコ)

(サ ーダー,ア ン・テンバ),ラ ムジュン隊 (高知

県)(サ ーダー, ミンマ。テンジン)そ して通関,

登山手続はもちろんすべてアレンジしました。こ

の他に数名をリストアップしています。

-12-
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カルギルからレーヘ

再びカルギルに戻 り翌朝 3時半に起きバスに荷

物をつむ。インドのバスは大体 どの地方でもそう

であるが 1人20kgま では無料である。荷物は全部

バスの屋根の上に積み上げる。ここからレーまで

240kmあ り途中難所が幾つもあるので 4時頃全部

出発する。我々も例外ではない。約1時間位走る

とムルベクの村に着 く。ここはラマ数のゴンパ

(お寺)があり,そ の近 くの大 きな岩には15mも

ある仏像がきざまれている。16世紀にチベットの

王,シ ンゲ・ナムギャルが彫ったといわれている。

これから先はラマ教の色がだんだんと濃くなリタ

ルチョー (経文を書いたのぼり)が家々の屋根に

たくさん立ててある。

やがて行く手にナムク・ ラ(空の柱という意味 )

が見えてくる。標高 4,000mの 岩の峠である。完

全なドライエリヤとなり草木はほとんどなくあた

りに全くの岩山で赤,紫,茶,黄色 と,実にいろ
いろな色をしている。道はうねうねと蛇行して登

って行く。前を行 くトラックは真黒い煙を吐きな

がらものすごい音を出して登っている。途中何個

所もトラックの休憩所が作ってある。とても一気

に登れる道ではない。やがてレーヘの道の最高地

点ファト・ラ(4,094m)に 着 く。峠には石を積み

指導標のような役目を果すように作 られたチョル

テンが立っている。

石山のゴンパ

この峠から風景はますます ドライになり,山は

低くなるが砂まじりの索漠とした何か月の世界を

思わせる人間の住んでいるとは思われないような

荒涼とした世界になる。

このあたりも先年の印パ戦争の折,パキスタン

軍が侵入してきたところである。 2年ほど前軍用
機がこの峠の左手の山に衡突し大破 した。その残

骸が茶色の山に自く散乱し,妙に生々しい感じで
ある。

山の角を大きく曲ると急に右手が広 くなり山々

/9ゝ
ヽ
“
/

増 田 秀 穂

の色 も黄色っぼく変る。そして谷の左側にニョキ,

ニ ョキと立っているラマ寺が現われた。幾重にも

積み重なり,屋根の角々にタルチョーがはためく

様はまさに異様の一言でしか表現できない。ラマ

ユルというところである。右側の谷は約 1,000m

ほど下にあり,日 のくらみそうな高度差である。

そして行 く手は大 きく幾つにも山腹が崩れて谷

へせ り出している。浸食されたものらしい。その

スケールは息をのむ大きさである。このような風

景が l km以上 も続 く。

やがて下 りが始まった。時速 5 km位でしか走れ

ない一番の難所で大きくカープしながら下 って行

く。17の カーブ,いずれもするどいヘアピン・カ

ープでしかも高度差がきつい。すぐ下を行 くトラ

ックの屋根が見え,上を見ると追って くる車のシ

ャーシがのぞけるほどである。続 くトラックはゆ

っくり,ゆ っくり人の歩 くほどのスピー ドで下っ

ているので私達のジープは次々と前の車に追いつ

き,追い越 さなければならない。そのたびにじっ

と車を道路の端にギリギリまで寄せるのでスリル

万点,わ きの下から油汗がでる。 1時間ほどの下

りで川のところまで来た,こ こがスリナガール
,

レー間の一番低いところだという。それにしても

2957mある。柳の本が川のそばに数本はえており

2～ 3軒の家がある。

インダス川を上る

す ぐに大 きい川に出合う,黒っぼいねずみ色の

水は次から次へと追っかけるように激しく流れて

いる。インダス川であった。イングス川はずっと

北上 しパキスタンに入ってスカルド,ギルギット
をへて流れていく長大なものである。インダス川

の流れを見下すょぅにマニ石が積んである。マニ

石 というのはラマ教の人が旅の安全を祈 って経文

をきざんだ石である。ずっと長く続いているもの

はマニ・ウォール (マ ニ壁)と 呼ばれている。こ

のインダス川のマニ ●ウォールは 5 km位 もずっと

世界の屋根を行く
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続いており,その石の数はおびただしいものである。

何年かかって積みあげたのかわからないが,これ

らのマニ石はこのインダス川沿いの道がいかに危

険が多くきびしい道であったかを物語っている。

自動車道は昔の道をそのまま走っている,そ こに

しか道は作りようがないのである。両側とも岩山

で5000mを 越してそそり立っていて文字通 り草木

は一本もない。川の水は岩をかみ,どす黒いドロ

水で細かい砂と土とでありとても飲用水にはなら

ない。 自動車のラジエターにもならない。 このあ
たりの村の人は遠 くの谷から水をくんで使ってい

る。岩山の間からの水はきれいなものもあるが,

いつ もあ り,いつ もすんでいるとは限らない2

谷間の水は清らかという私達日本人のイメージと

はおよそかけはなれている。

レーに到着 ,

広々とした風景になる,道はインダス川をはる

か下に見下す山の斜面についている。ずっと下の

川沿いに人の歩くだけの道が 1本糸のように続い

ており,要所要所にチョルテンが立っている。村

人か 3～ 4人連立ちゾッパというヤクに荷をつけ

て歩いているのが点々になって見える, 
｀`
チベッ

ト
′′
を歩くという感じである。

道はインダス川から離れた谷に入って行 く。標

高は3600mほ どであり,広々としてくる。 はるか

むこうに点々と村があるレーとその周辺の村であ

る。道は直線的に走 りぐんぐんと村に近づく,や

がて軍の大きな基地があり飛行場も見えてくる。

レーの基地である。飛行機だとインド平原のチャ

ンデガールから1時間で着く。しかし,一般の人

は乗ることはできない。

レーの町

レーは標高3500mほ どのチベット高原にある山

岳都市で人口は 2万人程である。附近にある100

あまりの村の人口,そ れに1970年 頃から増えたチ

ベットからの難民を加えると10万人位になる。人

々はほとんどラマ教を信じておリチョルランやカ

ンニの数はおびただしいものでいたる所にあり軍

事基地の中にまでもある。町の中心はバザールで

かってはヤルカンド方面のシルクロー ドを通って

チベットからも物質が運ばれそれらの商品を並べ

た多くの店でにぎわったところである。今でもそ

のままの道がバザールとして使われており,両側

の建物は日用品雑貨を中心にチベット風の食道や,

郵便局,電報局,銀行などがある。そして道の上

には村の人が野菜を並べて売っており実に,に ぎ

やかである。ほんの1000mほ どであるからゆっく

り歩いても15分 とはかからないが店の品物はとも

か く行き来している村の人が興味深い。ラダック

トッピーといわれるシルクハットのような帽子を

かむり,着物のような前を合せる長いガウンを女

も男 も着ている。そして女はさらにその上に肩か

けのようなボックというものをかけている。品物

は豊富で日本製の電池なども売っている。ここは

インドの東の国シッキムなどとともに密輸者の多

いところでインドのポリスも住民のさわぐのをお

それてか取 り締 りもきびしくないそうである。従

って,日 本製,中国製の品物が出まわっており堂

々と売 られている,こ んなヒマラヤの奥地で日本

製のチューインガムや電池を見るのは伺とも取 り

合せがチグハグである。

裏通 りはまがりくね
｀
って迷路のようになってい

る。家は日乾レンガを積んで作ったものだが 2階

建, 3階建,あ るものは 6階建のもの もありそれ

が不規則に続いているのでどこか切れ目が分らな

いような家ばかりである。さらに裏へ入ると通称

チ ャン通 りと呼ばれているチャン (大麦で作っ

た ドプロクのような酒)を飲ませる店が何軒か並

んでいる。ご多分にもれず酒と女はつきもので,

ここにも何人かの売春婦がいるそうである。人々

は生れてから死ぬまではとんど風呂に入らないの

でその汚さは想像にあまる。とてもそばに近寄れ

ないほどであるから売春婦をためしてみるには相

当の覚悟がいる。チャンは作って 2日 ほどしたも

のが一番 うまく甘づっぱ くてビールより少しアル

コール度が弱い。日中でも飲んでいる人が多い。

極度に乾燥しているのでいつも体に水分をたくわ

えておかないと弱ってしまう。ハンカチなど30分

でカラカラに乾いてしまうほどである。

ラマ教

ラマ教の特徴は,宗教活動の重要な部分は僧呂

が行い,一般信者は説教 も聞かないし,個人的祈

りも行わない,.こ れは,僧呂以外は知的能力の段

階が低 くいまだにみかけ上の真理から脱出できな

いため自分の行為の結果が来世において良 くなる
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ことを期待するだけである。したがって一般信者

は,寺院や貧しい人に布施を行い神仏の前に燈明

をあげたり,巡礼をしてラマに加護や呪文を願っ

たりして福徳を積んで行 くことが来世において良

くなることである。善か悪かを行うことによって

天神,阿修羅,人間,動物,餓 えた亡霊,地獄の

生 きものの六つのいづれかに生れかわるという六

道輸廻がある。

ラマ教は芸術的にもす ぐれ,仏像の鋳造,彫刻 ,

タンカ (仏画)等の製作技術が非常に発達してい

る。寺院の壁にある仏画は人々に見せて教義を

講釈したり,祭礼の装飾用にする。これらの仏画

はラマ教の教義に由来する多面,多足,多背また,

男女神の合体せるものなど奇怪なものが多い。ま

た,絵の中央に描かれた人物の背景にある花や雲

などは,多 くの歌と詩の源泉となった自然や動物
への愛情の表現である。

レーには12の ゴンパがあり古いものには1000年

以前に建てられたものもあり,大 きなゴンパはラ

マ僧も 100人以上もいる。 6才位からラマ僧の修

業を行い 1人前になるには20年以上かかるという。

レーの町はづれにはラマ僧の学校もある。昔は一

家から子供を必ず 1人 ラマ僧にしたという。 ラマ

教には黄帽派と赤帽派があり前者の方が戒律が厳

しく,酒,肉 ,結婚をしないそうである。

世界一の山岳道路

親切だったレーの人々に別れを告げ私達は世界

一標高の高い山岳道路でレーからマナリに向けて出

発する。レーからインダス川の上流に向って約40

km走 るとウプシに着く。このままさらに 100kmほ

ど進むと中印国境の最前線へ到達する。もちろん

一般者にこれから先は不可能である。このため軍

の強力なチエックポストがありすべての車が厳重

にチエックされる。私達はこの先でインダス川を

渡り右方へ行 くのだがチエックポストが分峡点の

手前にあるため,ま ぬがれるわけにはいかない。チ

エックポス トの兵隊に必要な書類を提出し許可を

求めるがダメだという。理由は車の登録が軍へし

てないことによる。一同 レーをいさんで出発 した

手前 もありおめおめ戻る訳にはいかない。運転手

も請けの大 きい仕事であり同じ気持であろう。 我

々は彼等に交渉をまかせ少し離れた所で見守る。

兵隊がさかんにレーヘ電話をかけている。時間は

どんどん経過する,こ れから先の道路状態 も解ら

ないし気持はあせるが持つよりしかたがない。3時

間位経過してからようやくOKの返事がでる。兵

隊は先程の厳しい表情をやわらげゲートを開けて

くれた。インダス川に別れを告げ谷間をしばらく

進むと突然ジープが故障する。昨日,通伝手にジー

プの整備をしておくように念をおしておいたのだ

が・・・・・・。

私達はレーからマナリまで約 500kmを走破する

のにジープ (レーではジュンが,タ クシーと呼ばれ

ている)を チャーターした。料金は l kmに つき2.

5ル ピー (約 100円 )で ある。片道しか乗車しな

くて も帰 りはお客がないので復路の料金 も加算

される。また無人地帯で標高 も5000mを 越えるの

で 2台使用する。したがってチャーター代は 2日

間で20万円である。少し高いがやむを得ない。

故障は30分 もすると修理でき谷川に沿ってゆる

い坂道を登って行く。赤,紫 ,茶,黄色の岩山が

夕陽に照らされてファンタジックな世界をかもし

だしている。やがてジープは前方の雪山を目指し

て一気に登りはじめる。対向車 もなくエンジンの

唸りだけが響いている。高度はどんどん上 り道端

に雪が現われるようになる。高度計は4800mを 指

している。先程見えていた雪山の頂上もいつしか

暗闇に消えライトに野ウサギがうかびあがる。

タグラン 0ラの峠
ようや くダグラン・ ラ (5424m)に 19時着 く,

世界一高い山岳道路の峠である,雪をふみしめ真

暗な峠の上に立つとタルチョーのパタバタとはた

めく音が何か神の言葉のように聞えてくる。峠の

右側には避難小屋があり内部には神がまつられて

いる。宿泊も可能であったが,ジ ープのラジエタ

ーの水が凍るのを心配して下 ることにする。道路

は山を廻 るような感じでゆるやかに下っている。

途中軍の建築中の宿舎があったのでそこに泊る。

建物はしっかりしているが窓にガラスがなく吹き

さらしである。水場はさがしても見つからず持っ

ていた 2′ の水を 8人で分けて飲む。夕食は玉子

焼とビスヶットというわびしいものであった。高

度は4800mで ある。寒さにふるえながらねむる。
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ヒマラヤに関する質問と解答
〈間〉カシミール内で使われている主な言語は何

でしょうか。

(答〉カシミールの北部,ス リナガールを中心と

した地域はウルドウ語とそれによく似たカシミー

リー語が使われています。南部のジャンム周辺は

ヒンディ語です。キシュトワール地区はカシミー

リーとよく似た方言が使われています。ラダック

がらザスカールにかけてはチベット語系のラダッ

ク語が話し,書かれています。 もちろん教育を受
けた人は英語とヒンディ語を話します。従ってカ

シミール州の北東の山岳地やラダックに入ればそ

れぞれの土地の言葉が話されている訳です。英語

の他にもう一つということならウルドウ語を勉強

されるのがよいと思います。さらに余力があれば

チベット語ということでしょう。いずれにしても

これらの言葉を本格的に勉強するならともかく,

登山のポーターとご愛嬌程度の会話をお望みなら

現地へ行ってからガイドにでもおそわってカード

にでも書いて使うというくらいで充分と思います。

それよりもまずちゃんとした英語を理解できるよ

うにした方がよいと思います。

(間〉スリナガールはイスラム教徒の町というこ

とですが,カ シミールはほとんどがそうでしょう

か。

(答〉スリナガールは90%ほ どがイスラム教徒だ

といわれていますが,カ シミール州全体では60%

位になります。インド全体の20%ほ どから比較す

るとカシミール州としてはイスラム教徒が多く,

それもスリナガール周辺にかたまっているといえ

ます。旅行者には直接の影響のあるのはイスラム

教徒の熱心なポーター達が日に 5回メッカに祈る

ことと,金曜日が礼拝のため休みになってしまう
ことが多い,な どですからあまり困ることはあり

ません。特に短期間の旅なら全くといっていいほ

ど影響されません。

積極的に宗教の世界に入って行こうというなら,

それ相当の準備や知識をもっていないとトラブル

のもとになると思います。

(間〉インドにトランシーバーを持ち込みたいの

ですが。手続が難しいようですが………。

(答)イ ンドはネパールと違ってトランシーバー

の使用許可は大変時間がかかります。申請後, 3

カ月はかかると思っておくほうがよいでしょ‐う。

しかも,輸入許可 もとらなければなりませんので

どうしても 1日 以上ニューデリーに滞在する必要

があります。無許可で持込むと, もし,使用して

いるところを見つかるとスパイの疑いがかけられ

るだけでなく,密輸入にもなりますので,大変な

ことになると思います。それでも,と いわれるな

ら,各自の責任で持込まれることになりますが…。

従って持込むなら早目に申請して正式に持込む

ことです。便法はありません。小登山ならあまり

無理して トランシーバーを持込むことはやめて,

タクティックスを工夫されるのもよいかと思いま

す。 トランシーバーでこき使われる登山をやめて,
自分の責任 と判断で登る本来の山登 りをやってみ

るのも悪 くないという考え方 もあります。

イスラム教を理解するための入門書としては淡

交社「世界の宗教」 5「啓示と実践・ イスラム」

吉田光邦著が手ごろでしょう。なお,ス リナガー

ルのイスラム教徒はほとんどがコーランに重き

をおく正統派といわれるスンニー派です。

(問〉カシミールのハラムク登山などの場合,帰

路の車は手配しておくことは必要でしょうか。

(答〉カシミールの場合,車道の終点になる村に

は電話や無線がないのが普通です。従って,下山

してきても電話のある村まで歩かないとタクシー

を呼ぶことはできません。呼び寄せられるタクシ

ーはスリナガールにしかないと思っておく方がよ

いです。しかも,イ ンドの電話は故障が多く,通
じないこともあります。また,せっかく通じても,

相手が英語が分らなかったりすると,話が伝わり
ません。しかも,直通ダイヤルというようなもの
はありませんので2～ 3時間,ひ どいときには 1

日も2日 も待ってやっと通 じるということも

あります。従って, 最悪の場合スリナガール,

または,よ く車の通る道まで歩くつもりでいるな

らともかく,早 く街へ帰りたいなら,帰路の車を

予約しておく方が得策です。人数が多ければ2日

にわたって予約しておき,お くれそうなら, とにか

く1～ 2名 の先発が先に下山して第 1便で帰って

第 2便を少しおくらせることもよいでしよう。ま
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た,全員が早く下山したら第 1便のタクシーにた

のんで,す ぐに第 2便をこさせるということもで

きます。こんな場合のためには第 1便は早い時期

にチャーターしておけばよいでしょう。その他 ,

隊の行動とにらみ合せてうまい方法を考えておく

とよいと思います。

予約した場合,車のNo運転手の名前,前渡金の

受取,会社の名前,住所,電話などをメモしておく

ことが必要です。前渡金は普通ガソリン代位 (2

00kmで 100Rs位 )です。

また, もし,下山がおくれてもそのまま待って

いてもらいたいこともよくいっておくことです。

このようなときこそ車が必要なのですから。その

場合, 1泊待たせて50～ 100Rs位 でしょう。

余程のことがない限り約束を破ることはありま

せん。筆者の経験ではおくれてくることもほとん

どありませんでした。しかし,万一車の故障や道

路の不便といったこともありますので,半 日待っ

ても来なければ歩いて下山する方がベターです。

そのためにあらかじめどこまで下れば車が呼べる

か,または泊まれるかしらべておくことも必要です。

とにかく,途中で予定を変更して早 く下山して

も,車を簡単に呼ぶことはできません。 (期間中

ずっとチャーターしておけば別ですが)ア クシデ

ントの場合も同様です。とにかく日本のようにス

ムーズに行かないことは覚悟 しておかれた方がよ

いでしよう。

〈問〉カシミールの5000m峰の登頂に登攀用具は

どんなものが必要でしようか。

〈答〉ラダック,ザスカール山郡の難峰を除いて,

カシミールの既登峰の一般ルートは夏の長次郎谷

ゃ三ノ窓の雪渓や八ッ峰,あ るいは,穂高の縦走

路, 5月 の岳沢や涸沢の雪の斜面位の程度と考え

ておけばよいでしょう。従って確保用のハーケン

類と下降時のためのすてなわとピンにするスノー

バー位を用意してメインザイルは 9m/m位で充分

ですが (悪場ではダブルで使う)少 なくとも40

以上,で きれば80mの方が,ルートの長いヒマラ

ヤの山では有効です。氷河の上ではつけっばなし

のことが多いので1lm/mの ような太いものは重く

て疲れます。長いザイルは下降のとき極めて有効

です。ザイルなしでも下れますが帰路は疲れてい

るし,何かの事故でもあれば心配ですから。短期

間の登山の場合,ほ とんどサブザックの行動にな

るでしょうからフィックスザイルは不要 と思いま

す。フィックスエ作は手間がかかるし,絶対安全

とはいえません。 もし,技術的に不安定な人を登

らせるためならば,む しろ,前後を優秀な人でア

ンザイレンすべきでしよう。

落石やクレバスの移動 も多いのが普通ですから,

5000m位の山なら4000m～ 4500mの間に中継キヤ

ンプを 1つ作って一気にアタックす る方が安全

率 も高いでしょう。ルー トエ作やフィツクスエ作

をしている間に時間切れというパーティが多いも

のです。

ただし,高度障害のひどい人は至急に2500m以

下におろす方が安全です。技術的なことよりも,

高高度に耐えられるか,そ して高高度で体力と気

力があるかが成功のカギといってもよいでしよう。

(間〉カシミールの小登山の場合ガイド,ポ ータ

ーヘの準備の用意は必要でしょうか。

(答〉ユマールなど特殊な登攀用具を使わせる場

合を除いては不要です。通常のキヤラバンや登山

に必要な装備はそれぞれに用意させることができ,

それはお金で支払えます。

ただネパールのように山に登るガイ ドはほとん

どいませんので,せいぜいBCま での通訳と道案

内と思っておく方がよいでしょう。ハイポーター

などという気のきいた者はおりませんので,ボー

ター,ガイドとも道のあるBCま でと考えておか

れる方がよいでしよう。

登山局のインス トラクターは一般の人のガイド

はしません。

雪が多いところをポーターに歩かせる場合があ

ればサングラス (安物でよい)を用意しておくく

らいでしょう。

鈴鹿山系の最高峰御池兵頂上,HAJ名古屋第 !回山行

- 17 -



1´

「

~L

Iレ~L

「十人十色」とよく言われるように,旅行に関
しても同じことである。訪れる国によってその国

国の独特の法律が適用されるわけです。ここでは

各種取締法規について述べて見ます。これからイ

ンド,ネ パール方面に行かれる方,再度訪れる方

も一読下さい。

(1)麻薬類の取締まり

ヨーロッパの若者がインドやネパールに流れて

くる 1つの目的にこの麻薬がある事は決っして過

言ではないと思 う。日本人旅行者が所持 していた

「正露丸」と「七福」をイタリア警察から麻薬と

間違われ, 1ケ月以上 も留置場に入れられていた

事件を記憶されている方も少なくないでしよう。

薬を所持する時には,別の容器に移さず,英文の

効能書があるならばつけておく方が無難である。

(東南アジア)

当局は麻薬類吸飲者をどしどし摘発逮捕してお

り,取締まりが厳重である。密告により警察が麻

薬を発見したホテルの一室に,た またま泊った邦

人が嫌疑をかけられ,迷惑したこともある。した

がって見知らぬ人から書信や小包などの託送依頼

をうけるのは危険である。

(イ ンド)

麻薬類の取扱いは各国によって異なっているが,

国内持込み,国外持出しはインド関税法で禁止さ

れている。ハイジャック防止のため空港で行われ

ているボディ。チェックで大麻を所持しているこ

とを出発直前に発見され,出発延期のうえ裁判所

の即決裁判により,罰金を課されたことがある。

(ネパール)

以前は麻薬 (ハ ッシシ,ガ ンジャなど)の裁培,
販売が野放しであったが,現在は麻薬の裁培,販
売はもとより吸飲 も禁止 されており,当局の取締
まりはかなり厳しくなってきている。

(2)文化財および鳥獣の羽毛,皮革などの持出 し

制限

日本人の日本の遺跡 , 像などの各種文化財に

愛着の念や民族の誇 りを考えれば,各国民とも同
じ気持ちでありましょう。多くの国では文化財な

マラヤ学入間一その42

マラヤの国の取締法規など

鈴木康志

どの売買 。国外持出しなどについて厳しく規制し

ている。韓国やイン ドなど一定の文化財につい

てはいっさい国外持出しを禁止している国が少な

くない。古美術品や骨とう品を買い求める時には,

持帰ることが可能かどうか,しかるべ き筋にたず

ねることが必要でしょう。

(タ イ)

仏像などの持出しは原則として禁止 されている

が,一部のものについては芸術局の許可があれば

持出し可能である。

(イ ンド)

100年以上高い骨董品類はすべて国外持出しを

禁止されている。文化財的な物を購入した時はそ

の際渡される領収書を出国時まで携帯する必要が

ある。

(ネパール )

100年以上古い文化財,古美術品の海外搬出,
輸出には国立美術館において教育省考古局の鑑定

をうけ,輸出許可証を取消し,出 口時税関で呈示
することを要するが,製作年の明らかでない古美
術を鑑定をうけずに搬出しようとしたため,税関
で没収されるというトラブルが時々起こっている。

また虎の毛皮,サ イの角,ジ ャ香などの持出しに

も許可を必要とする。

(ア フガニスタン)

次の文化財の持出しは禁止されているので,こ

れらに該当する可能性のある物は,カ プール博物
館で鑑定をうける必要がある。

(イ)考古学的発掘・発見にかかわる品。
(口)史跡 。考古学的発掘場所から出された品。
(ハ)50年以上の歴史を有する美術品。

0稀胡図書 (手書きの古書など)貨幣。

い)史的重要物。

(へ)民俗学上の品。

また骨董品 (古い鉄砲 。ピス トル,刀など)の
特出しにも同博物館の持出し許可証がなければ,

出国時に没収される。
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最近の映画とテレビから

映画デルス・ ウザーラ

たしかに70m画面一つ一つと音響は緻密にでき

ていた。黒沢明監督のこり性がある。その割にス

トーリィの連続する劇映画 としては,名場面ステ

ール写真をつなげたようないわば全篇,予告フィ

ルム的だ。またデルスの出現から死までを無理に

完結させたためか筋の展開が荒い。だが,デルス

を演じた地元人,マ キンム・ ムンズクは,原作以

上にデルスをこなした,日 本のマタギを連想する。

現地ロケの魅力の一つに密林地帯があったが,

森林内部での野営風景が主であり,一シーンだけい

よいよ尾根からの「アラビアのロレンス」的大ふ

かん映写をするのかと息をのんだら,レ ンズはス

ッと山麓を行く別動隊に移ってしまい肩すかしを

くった。昔も今もシベリアの情景はこのフィルム

以上だろう。デルスらの先住民族の人生と生活ぶ

りは少ししかとれていない。これも合作ではなく

てソ連映画であった理由によると解釈できる。

それでも,公害と自然破壊,人間不信の世界か

らは自然人デルスと都会人アルセーニエフとの交

流に的をしばった成功作 となる。アカデミー外国

語映画賞受賞時の黒沢監督 の言葉 も自然破壊

……と言っている。しかしながらこの作品が黒沢

的映画からはずれた原因はそんなところにある。

自然賛歌はこの作品の部分であって全体ではなく,

主演 2人の演ずる善人同士のしかも終始きれいな

関係へは,黒沢のどろどろした情念界が始めから

接近方法をミスしたのではないかと私は思 う。ど

うだろうか。 (受賞したために東京では再上映す

る)こ の映画は昨年 8月 6日 東京で,同 日午後 ,

ヨット映画「タブ」を見た。グレゴリーペック製

作。 5年 をかけての世界一周紀行が原因。テーマ

はヨットそのものより寄港地の美しさとラブロマ

ンス。無寄港世界一周なんて商業映画になりよう

がない。ところで「ヨットの冒険」中公新書には,

ドイツ人はグループ活動好きのため少人数の長期

航海は気質的に向かないのでは,と ある。そこで ,

ヒマラヤの ドイツ人は一体なんだろう。

(ア カデミー長編記録映画賞には三浦雄一郎の

「エベレス トを滑降した男 。カナダ製作」が受賞 )

テレビジョンのヒマラヤ登山

はっきりしていないがヒマラヤ登山番組には,

画面のみでなく解説の声質にまで定型パターンが

あり,こ れにひたった番組は欠点のある登山もま

ったく逆にしあげてしまうようだ。この点は多分

に登山行程中心の記録の本と同じである。

TV製作者は遭難事故や隊にとっての負の要因を

自己のヒマラヤ登山イメージをもりたてるために

扱いかねない。そうなれば視聴者がTVの強力な

同化力にもとづいて受取る登山は,登山者側の現

実とはおよそかけはなれてしまう。あるいはまた ,

記者に登山を直接取材させているにもかかわらず

登山結果以上に事実にせまった記事を新間は提供

してきたろうか。

非登山者 (視聴者側)の もつ登山感は決して固

定したままでないはずだが,局側の番組感では,

旅や秘境物の延長あるいは青年意識解明の一手段

として (1月 15日 NHK総合TV「ジャヌー」は
そのように聞く)あ るいは政治宗教,国威発揚の

ため (1975年 10月 19日 中国エベレスト隊日本テレ

ビ)な どにありまだまだ登山そのものに興味はな

さそうだ。そんな中でさきごろあった 2本の放送

(東京地方)中 ,「クワンデに立つ」(日 ネ合同隊 3

月27日 12チヤンネル)は従来の筋書だったが,「 11

人の頂上」(カ モシカ同人隊 3月 14日 TBS)は 少
し違った。

後者は登山自体の快適な成功もあってか,はか

りにぶらさがってはじゃぐ男女の隊員を最終シー

ンにするなど全体の印象を登山をエンジョイする

若者にまとめていた。前者は日ネ両隊員の友交と

ネパール人初登山にあおられてか悲そうな30分だ

った。楽しい登山が固ぐるしい登山よりも一層実

際のヒマラヤに近いとは思わないが,放映姿勢に

若干の変化が出現したようだ。

よく, ドキュメントフィルムが編集される過程

でフィクション化することがある。山場ばかり見

せようとすると日常性 (現実性)にあふれた場面

をけずってしまうからだ。 ｀`ユーコンを下る″(75
年 7月 8日第12チ ャンネル)はそんな時の違和感

が無かった。
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新刊 0旧刊

Himalayas(World's Wild Plac一
es)by Nicolson, N.    3,960円
Time― Life lnternatiOna1       1975

Himaraya- Abentever i Durch
Pakistan zu den Achttausenden
in Karakorum- Himalaya by He-
rrligkoffer tezs

(Passavia) 4560EI

Everest 74i Le rendez-vous de
ciel. Phtoographies de Pierre
Tairraz by Mollier, C. pollec-
tion l'Aventure v6cue)(Flamma-
rion) tsTi 31soE

アサヒギャラリ 1976 Spring
平山郁夫全特集  1500円 朝日新聞社
シルクロードを画いてその造型の世界を広げて

いる画家,平山郁夫の特集。「平山芸術の源流」「涅

槃図」「シルクロード幻想
―
私の製作メモ」「シル

クロードから正倉院へ」など。カラー71点,モ ノ

クロ65点 他。

アレキサンダーの道 井上靖(文 )
平山郁夫 (画 )
文芸春秋  1976年 4月   3600円
アフガニスタン,イ ラ.ン , トルコとアジアの古

代遺跡の旅を通じての2人の眼に映った事物を美

しく画文集にまとめたもの。

東アジアの古代文化 (季刊)大 和
書房

東アジアを学術的に研究している人の季刊誌。

51年 4月 に第 8号が出た。

海外旅行術  武田正実著 研究社
1976年 4月  850円

著者は元 JAL国際線のパーサーだった人で,

海外旅行の トラブルをどうしたら防げるか,ど う

処理すればよいかなど,英語の活用 も含めて解説
してある。

シルクロー ド爆走言己 大宣見義夫著
朝日新聞社  昭51年 4月 15日   820円
250ccの オートバイに荷物を積んでインドから

ヨーロッパまで走り扱いたドクターの紀行。

49年 2月 22日 から90日 ほどで23,190kmを 走った。

図説 探検の世界史 第 10巻
秘められたアジア内陸

Natharie Ettinger 後藤富男訳

集 英 社 75年 11月発行 2200円

｀
The Heatland Of Asia″ の訳。シベリアから

ペルシャ,中央アジア,チベットと壮大なアジア

内陸における探検史の集成。ラダック,チベット

におけるイエズス会士達の活躍が詳しい。イギリ

スとロシアの勢力争いなど,全般に大変 ドラマチ

ックにそして平易に (漢字にはルビつき)描かれ

ている。カラー図版が豊富,英国で編まれたシリ
ーズの訳だけに資料は豊富である。「日本人とアジ

ア内陸」が付録にある。 〔I〕

同 第 4巻 世界の屋根に挑む

GeOffrey Hindley 近藤 等訳
集 英 社 75年 8月発行 2,200円

｀
The ROOf Of the wOrld″  の訳。モンプラン

登頂から現在に至るヨーロッパ・アルプスの登山

史とその出来事,ア フリカ,南北アメリカ大陸,
ヒマラヤにおける主要な登山。わかり易く解説さ

れ,人間と山との ドラマとなっている。登山史と

しては大ざっぱすぎるが,概念をつかむには便利
である。

他にこのシリーズで関係があるのは,第 5巻

「最初の探検者達」,第12巻「砂漠への挑戦」第
15巻「香料と財宝を求めて」など。全18巻で完結

する。〔I〕
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ヒマラヤの旅はヒマラヤのヨロズ屋ヘ
トレッキ ングか らエ クスペデイ シ ョン

まで全て引き受けます。
装 備 貸 出 ・ シ ェ ル バ 斡 旋 ・ 現 地 食 料 調 達
国 内外 輸送 手配 。別送 貨 物 通 関 。ヒマ ラヤ情 報 … …

EXPRESS TREKKING(P)LTD.
EXPRESS HOUSE
NAXAL BHAGABATI BAHAL
P.0.BOX339 KATHMANDU NEPAL

疑鋼略 GREATREK・ KATHMANDU TEL. 13017
カ トマンズの宿泊は EXPRESS HOUSE
をご利用 ください。
家庭的なムー ドで宿泊代 も安 く気軽に泊れる宿です。

営写F本
の
書嘉構二撃蒼翁握驚:曹ξttЪ自炊もでき

※長期滞在者はご相談に応じます。

日 本 語 で お 問 い 合 せ く だ さ い

インド大陸、中近東方面へ当社独自のプランをいたしております

ツアー名

★ シル ク ロー ド 6,000キ ロ

★ ネパ ール とアフガニス タ ン

▲秒漠の国アフガニスタンと最貫後あ桃源境フンザ

*;t^(tv2+Lrzh"=zg>

―
お問い合わせは下記まで

一

G朱) 卜ラ ベ ル 日 本
〒100 東京都千代田区有楽町 2-2-:
ラクチョウビル 5■ .電話 (03)572-:401
担  当

―

外池・永瀬 ‐月候・小島

海外登山, トレッキングに傷害保険を
海外旅行傷害保険 (運動危険担保特約付)について研究しておりま

｀

タケ

岳   産  業 にご相談して下さい。′

あなたの所得 を補償する保険 をご存 じですか ?(所得補償保 険 )
●所得補僧1～ 5年,傷害特約60～ i20倍 までいろいろあります

自動車・火災 。レジャー (山岳保険 。国内旅行 。つり。ゴルフ・ ヨット)・ 普通傷害・利益
。生産物等の私達の生活に関連した保険を取扱っています。岳産業の西田までご連絡下さい

_ _  々 ル

紙(級黒亀讐喜 産業

'野

I'‖ [詈mitthit∫:::4〒
532



5月 9日第二種郵便物認可 (毎月 1回 1日発行)
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る
超
現
実
的
な
世
界
で
す
。

ダ
‥
ジ
リ
ン

ヒ
マ
ラ
ャ
の
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

「
ダ
ー
ジ

リ
ン
」
は
海
抜
２
１
３
４

ｍ
の
高
地
に
あ

り
ま
す
。
イ

ン
ド
の
上
流
階
級
や
外
国
人

た
ち
の
別
荘
も
多
く
、
健
康
的
な
雰
囲
気

に
あ
ふ
れ
た
街
。
こ
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
南

東
わ
ず
か
Ｈ
キ

ロ
の
地
点
に
あ
る
タ
イ
ガ

ー

・
ヒ
ル
か
ら
望
む
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ

ュ
ン

ガ

（世
界
第
３
位
）
や

エ
ベ
レ
ス
ト
の
偉

観
は
、
文
字
通
り
世
界
最
高
の
も
の
。
兄

る
人
の
心
に
衝
激
に
も
近

い
感
動
を
与
え

ず

に
は
お
き
ま
せ
ん
。

ンヽ
ッ
キ
′
ム

ご
く
最
近
ま
で
鎖
国
状
態
で
あ

っ
た
シ
ッ

キ
ム
ヘ
入
境
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
な

い

現
代
の
「挑
源
境
」
と
は
こ
こ
の
こ
と
で
す
。

二
宮
を
中
心
に
神
秘
の
国
が
、
静
か
な
た

た
ず
ま

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
の
途
中

に
あ
る
カ
リ
ン

ポ
ン
の
町
も
、
長
期
滞
在
に
向

い
た
静
か

な
リ
ゾ
ー
ト
。
買
物
も
楽
し

い
思

い
出

に

な
る
で
し
ょ
う
。

（註
〕
シ

ッ
キ
ム
入
境
の
場
合
は
イ
ン
ド

の
ビ
ザ
と
は
別
に
特
別
許
可
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
エ
ア

・
イ

ン
デ
ィ
ア
に
お
問

い

合
せ
く
だ
さ

い
。

ガ
ル
ワ
ル

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ガ
ル
ワ
ル
地
区

は
、

デ
リ
ー
の
北
東
約

４
０
０
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り
、
１
９
７
４

年
７
月
か
ら
外
国
人
に
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ン
ダ
デ
ビ
ー
（７
８
１
６

ｍ
）
や
、
ガ
ン

ジ
ス
川
の
源
流
近
く
に
あ
る
ヒ
ン
ズ
ー
教

の
聖
地
を
た
ず
ね
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
、

高
山
植
物

の
宝
庫
″花
の
谷
″
や
４
０
０
０

ｍ
を

こ
す
山
岳
湖

へ
の
旅
が
楽
し
め
ま
す
。

ノヽ
一

ラ
コ
ヘ
ス
テ
モ

フラン
ジ

―ヨーク|
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